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1研 究の全体構想

1主 題設定の理由

研究主題

望ましい集団活動を通 して自分たちの学校生活を楽しむ子どもを育てる指導法の工夫

今年度 より新学習指導要領に よる教育課程が完全実施 され、各学校では 「ゆと り」の中で 自

ら学び 自ら考える力 などの 「生 きる力」の育成を基本 として実践 してい る。そ して、特別活動

では、教育課程審議会の答 申における改善の基本方針 として示 された、特に好ま しい人間関係

の醸成、基本的なモ ラルや社会生活上のルールの習得、協力 して よ りよい生活 を築 こ うとす る

自主的、実践的態度の育成、ガイダンス機 能の充実 などを重視す る観点か ら、内容の改善を図る

こととしている。

現在の児童は、価値観の多様化、少子化、社会環境の変化等 によ り、 自分一人で行動す る傾

向が強い と思われ る。 したがって、協力 してひ とつのこ とをや り遂げ る経験が少ない。 だか ら

こそ、個 々の児童に、友達 と協力 して 自分たちの学校生活 を楽 しむ よ うな望ま しい集団活動 を

展 開 させ 、"な す事か ら学ぶ体験"を 十分積 ませていきたい。そ して、協力 して 自分たちの思い

や願いを実現 させてい く体験が必要であると考えた。

児童 に とって 「学校生活を楽 しむ」 とは、次のよ うに とらえた。

① 自分が発揮 できる … 問題 に関心を もち、「自分は こ うしたいな。」 とい う思いや考 え

が友達 に伝え られ る。

②認め合 える ・・・… 「その考えは、いい と思 うよ。」 「上手にできたね。」 とい う友達

の よい考 えやがんばった姿が互 いに見つけ られ る。

③協力 できる ・・・… 「みんなの意見がま とまったね。」 「みんな とや ると楽 しいね。」

とい う友達 と一緒に何 かをする。

④活動 できる ・・・… 「や って よかった。」 「次は、あんな ことをや ってみたいな。」 と

い う活動に対する意欲がもて る。

これ らは、人 とかかわ りなが ら生 き生 きと活動す るこ とをとお して身に付 くものである。 そ

の こ とは同時に、自分 たちの学級や学校 を自分た ちの力で充実 ・向上 させてい くことでもある

とも言 える。そこで、望ま しい集団生活 を通 して、児童 が自ら問題 を見つけ、解決 してい くま

で の活動を友達 と積極 的にかかわ りなが ら積み重ねてい くこ とに よ り、よ り自分たちの学校生

活 を楽 しむ ことができる と考えた。

そ こで、本部会では低 ・中 ・高 ・児童会の4分 科会に分 かれて研 究す る中で、各分科会 とも

振 り返 りを重視 した。 自己評価や相互評価 をす る場 を児童 の一連 の活動 の中に位置づけて、積

み重ねていくこ ととした。 また、教師の終末の助言 を工夫 し、児童が次の活動に生か していけ

るよ うな指導法に注 目して研究主題 に迫 っていくことに した。
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2児 童の実態か ら

研究 を進 めるにあた り、児童が学級活動や委員会活動にっ いてどの ような意識 をもってい る

か について調べ るため、研 究員 の所 属校において以下の設 問で実態調査 を行った。

*実 施時期:平 成14年10月 中旬 対象者:教 育研究員所属校(20校)の 児童

調査人数=556名(低 学年81名 、中学年221名 、高学年128名 、児童会126名)

回答方式:自 由記述

(1)学 級活動や委員会活動で 「楽 しい な。」 と思 うのは どんな ときですか。

低学年 中学年 高学年 児童会
・話 し合 っ て 決 ま った ・集 会 を して い る とき ・集 会 を してい る と き ・委員同士で協力でき

とき ・話合い活動をしてい ・意 見 が 言 えた と き たとき
・話 し合 っ て い る と き

る とき ・係 活 動 を して い る と ・全校のみんなが楽 し
・意見が言えたとき ・係 活 動 を して い る と

き んでくれたとき
・係 活 動 を して い る と き(友 達の係 がや っ ・委員会の活動を して ・自分 た ち で 計 画 して

き ていることに参加 し い る とき 活動できた とき
・集 会 を して い る とき ているときも含む) ・先生や友達にほめ ら

れたとき

【設問1に ついての考察】

児童が 「楽 しさ」を どの よ うに受 け止 めているかを知 るための設 問である。学級 活動や委員

会活動での楽 しさを、児童は どの場面 においても実感 してることがわか った。話 し合いでは、

話 し合ってみんなの意見が まとまった時 に特に楽 しさを感 じてい る。 これ は、み んな の気持 ち

を大切に して話 し合 うために、試行錯誤 しなが ら活動 し、集団決定する ことがいかに大切か を

表 している。集会 に楽 しさを感 じているのも、みんなで活動す ることを楽 しみ、達成感 を味わ

ってい るか らだ と考える。 また、話合 いの過程 で、 自分の思いや願 いを生か した意見 を言った

時な ど、 自分 の力 を発揮す るこ とにも楽 しさを感 じてい ることがわか る。 こうした 自分 の思 い

や願 いを生か して活動す ることを積み重ねてい くことで、児童 に 自主的 ・実践的な態度 が育っ

てい くと考え られ る。

(2)学 級活動や委員会活動 で、「み んなで活動 して よかったな。」 と思 うのは どんな ときで

すか。

低学年 中学年 高学年 児童会
・意 見 が ま とま って 、 ・集 会 を して い る とき ・協 力 して で きた と き ・全校のみんなが喜ん

決 ま っ た とき ・意 見 が ま とま っ て 、 ・考 え た こ とが 成 功 し でくれたとき
・み ん な で 話 し合 え て 決まったとき たとき ・協 力 してで きた と き

い る とき ・意 見 が た く さ ん 出 て ・話 合 い を して い る と ・仕 事 をや り とげ た と

・遊 ん で い る と き(集 話合いが進んだとき き き

会をしているとき) ・係の仕事 を協力 して ・ほ め られ た とき ・役 に 立 て た とき

や っ て い る とき ・集 会 を や っ て 楽 しか ・先生や友達にほめら

っ た と き れたとき

【設問2に ついての考察】

友 達 とのかかわ りについての設問である。児童が友達 とのかか わ りに喜び を感 じるのは、み

んなで協力 して活動 できた時で あることがわか った。 っま り、同 じ目標 に向かって 、一人一人

が友達の気持 ちを大切に しなが ら活動 して いる時のことを指 して いると考 える。 よ りよい集団

決定や集会活動 を目指 して、互いの よさを認 め合 いなが ら活動す るこ とで友達 とのかかわ りを

深 め、所 属感や連帯感が深 まってい く と言 えるQ「 みん なで」 とい う気持 ちを もって活 動す る

ことの大切 さがわか る結果 である。
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3各 分科会研究概要

低学年 中学年 高学年 児童会

全
体
研
究 望ましい集団活動を通して、自分たちの学校生活を楽しむ子どもを育てる指導法の工夫

主
題

自分たちでつくる学 かかわり合いを楽 しみ、 自分 らしさを発 揮 し、互 自ら進んで取り組み 、学

級活動 進んで取り組 む学級活 いに認め合い高め合う学 校の一員としての満足感
分
科

一児童 の 気付 きを 動 級活動 がもてる児童会活動
,o.

至 大切にする指導を 一次 の 活動 につながる 一自己評価 ・相互評価を

題 通 して一 振り返りを重視して一 通 して一

試行錯誤を通して生 振り返 りによって児童 の 自分 らしさを発 揮 し、学 児童会活動 における実

まれる児童の気付 ありのままの思いを引き 校生活における問題を 践意欲を高める指導法

きを生かす適切な 出 し、一 人 一人 の願 いや 解 決 してい こうとする活 を工夫し、児童が充実感

研 指導をすれば、自分 気付きを学級 に広げれ 動の中で、お互いに認め をもつように評価を工 夫
究
の たちで問題を解決 し ば 、かかわり合 いを楽 し 合うことを積み 重ねてい していけば、自ら進ん で

仮
説

ようとす る 自主 的 ・ み進んで学級活動に取 けば、満足感、成就感を 取 り組み、学校の一員と

実践的な態度を育 り組む児童が育つであろ 味わい、高め合う学級集 しての満足感がもてる児

てることができるだ う 団になるだろう 童会活動となるであろう

ろう

○児童の 「気付き」 0あ りのままの振 り返 り 0互 いに理 解し、よさを O実 践意欲を高めるエ

を今後の活動に生 の中にある児童の願い 認め合う工夫 夫

かす指導の工夫 や気付きをこれからの活 (1)相 互 評価 、自己評価 (1)児 童の思いや願いを

(1)児 童 の 活 動 を 動に生かす工夫 の場の工夫 生かした活動計画

記録する (1)「気付き」の共有 (2)教 師の働きかけのエ (2)委 員会 広報 活動 の

(2)振 り返る場 を設 (2)メ ッセージカー ド 夫 充実

研
定する (3)フ ァイリングの活 用 0自 分たちの問題を解 (3)事 前指導の充実

究 (3)適 切 な終 末 の (4)計 画委員会での活 決する活動を積み重ね (4)満 足感につながる事
の
視 助言をする 用 る工夫「事前一話し合 い 後指導
点

(4)気 付 きをカー ド 一活動一振り返 り一認め O評 価の工夫

化する 合 い」 (1)自 己評価「委員会活

(1)問 題の共有化 動 振 り返 りカー ド」

(2)活 動の振 り返り (2)相 互評価 「学級で活

動状況を報告する」

「ありがとう&お 願い

カ ー ド」

一4



II低 学年分科会

分科会主題

自分たちでつ くる学級活動

一児童の 「気付 き」を大切にす る指導 を通 して一

1主 題設 定の理由

学級活動では、 自発的、 自治的 な活動を一一層活発に行 うことが篁 幌されてきている。 この

自発的、 自治的な活動 を活発に展 開 してい くことは、学級生活 を 自分たちの力で楽 しく、充

実 したものに してい く児童を育てる 上で とても大切であ る。

低学年の児童は、素 直に自分の思いを伝え合い、周 りの友達 と楽 しく遊ぶ ことがで きる。

一方
、友達 とかかわる中で、言葉が足 りなくて誤解が生 じることも多い。 けれ ども、す ぐ互

いに声 を掛 け合って、仲直 りで きるのが低学年の児童の よさで もある。また、低学年の児童

は発想が柔軟で、教師の予想 を超えた活動 をす ることが よ く見 られ る。そ して 、教師に褒 め

られ た り、友達に認め られ た りす ることで、児童の活動 に対す る意欲がよ り高まっていく。

低学年の時期は、能力が未 発達であ り、義務教育の入 門期 とい う観 点か ら、多 くの教師は教

えることに重点を置 きが ちである。 しか し、この時期 こそ、児童の 自発的、 自治的 な活動 を

促す指導 を教師が意識 して行ってい くことによって、友達同士のかかわ りが深ま り、児童 に

すすんで活動 しよ うとす る意欲や態度が育ってい くのであ る。

そ こで、 この研究を進 めてい くに当た り、本分科会では教師の適切 な指導の も とで、児童

が 自分たちのカで学級活動 をつ くっていくことが重要で あると考えた。 この 「自分 たちでつ

くる」 とは、児童が試行錯誤 しなが ら、自分たちの思いや願い をみんなで実現 してい くこと

である ととらえた。そ して、活動を通 して生まれ る児童 の 「気付 き」を大切に してい くこと

こそが教師の適切な指導であ り、児童の 自発的、自治的 な活動 を活発にす るための最 も効果

的な指導であるととらえたのである。

以上の よ うな考えか ら、分科会主題 を"自 分たちでつ くる学級活動一児童の 「気付き」 を

大切にする指導 を通 して 一"と 設 定 した。

2研 究の視点

[観 点]臆 の 「気付き」を今後の活動に生力・す指導の工夫

児 童 の 「気 付 き」

・みん なが い い よって 言 っ た こ とをや る。

・○○ さん が ゆず って くれ た。

・司 会 に指 され た人 だ け が話 す 。

・意 見 を黒 板 に書 いた らい い ん じゃな い。

・順 番 にや れ ば い いん だ よ。

☆ 「気付 き」 を生かす とは…

教師が、活 動を通 して生まれた児童

の気付 きを価 値付 けた り、意識付 けた

りして、気付 きを学級全体 に広 げて い

くこと



3研 究の手だて

活動の流れの例 必要に応 じて、話合いの時 間や内容 の確認な どをす る。

o

分

哺
分

先生の話

児

童

の

活

動

[
話

A
・
い

や

集

会

等
]

手

だ

て

(1)

終

末

の

助

言

手

だ

て

(2)

(3)

C手 だて(1) 児童の活動を記録する 】

◎適切な終末の助言 をするための具体 的な事実をつかむ。

○児童 の発言や行動等 の記録 をできるだ け詳細 に取 る。 教師 が大切だ と

思った ところにア ンダーライ ンを引 く。 自治的 な活動の範囲内では、

助言 を控 える。

手だて(2)振 り返 る場 を設定す る

① 児童 自身が活動 を振 り返る

◎ 自分や友達の活動 を見つめ直す。

0話 合いや集会 を通 して思ったことを振 り返 りカー ドに書かせ る。

事後

の指導

② 振 り返 りを積み重ねる

◎ 自分や 自分たちの成長 について考え る。

O振 り返 りカー ドをファイル し、それ を見返 して感想 を書 く。

(活動内容(2)と して取 り上げ る)

③ 児童の振 り返 りをまとめ る

◎児童一人一人の成長や課題 を教 師がつかみ、助言等 に生かす。

○振 り返 りカー ドに書 かれた内容を一覧表 に書き写す。

手だて(3)適 切 な終末の助言 をす る

◎気付き を価値付けた り、意識付けた りして活動に生かせ るよ うにす る。

○特別活動 の 目標 及び学級会の進 め方にかかわるこ とにつ いて、活動 の

記録や振 り返 りカー ドをもとに して、よか った ことを中心に助言す る。

その際、児童 と共 に具体的な場面 を思い出 しなが ら助言 してい く。課

題 を投げかける場合は、内容 を絞 って伝 える。

ア

イ

ウ

《助言 の仕方》 資料(P9)参 照

褒め る…学級全体に定着 させ たい と考 えた具 体的な児童の言

動 を取 り上げ、賞賛す る。

問いか ける…活動の過程で見 られ たポイ ン トとなる言動につ

て聞き返 し、気持ちを尋ねた り、質問 した りして

児童 が考えるきっかけをつ くる。

種 をま く…今後乗 り越 えてい ってほ しい課題 を投げかけた り

(素地づ くり)他 の学校や 学級の情報 を与えた りする。

手 だて(4)気 付 きをカー ド化す る
…事後の指導

◎児童の気付 きを学級全体に意識付 ける

○一つの気付 きを1枚 のカー ド(気 付きカー ド)に 記入す る。通 し番 号、

日付な ども書 く。 カー ドは教室 内に掲示す る。

※◎は手だてのね らい、Oは 具体的な方法
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実践例

【振 り返 りカー ド】 手だて(2)①
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終末の助言で。..

「今 日の司会 さんはみん

なの意見をよく聞きなが

らみんながいい と思 うこ

とに決まるよ うに頑 張っ

灘 ていたね.。 ○ さん も振

り返 りカー ドに こん な ふ

うに書 い てい た よ。(カ

ー ドを読み 上 げ る)」

【振 り返 りの積み重ね】 手だ て(2)②
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「理由をつ けて 自分 の意

見を詳 しく伝 える事が で

きるよ うになってきたん

だね。」

【振 り返 りの一覧表】手だて(2)③
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【気付 きカー ドの掲示】手 だて(4)
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4実 践 を通 して

【成 果 】

(1)活 動 記録を詳細 にとった ことによ り、話合 い(集 会)活 動 の流れや児童の気付 きが把

握でき、それを終末の助言 に生かす ことができた。

(2)活 動 の終末に、児童に振 り返 りを自由記述で書かせた ことによ り、児童の率直な思い

をつかむ ことがきた。 また、振 り返 りを続ける ことで、児童 に 自分や友達の よい ところ

を積極 的に見つけよ うとす る姿勢が育って きた。

(3)児 童 と共に活動 を振 り返 りなが ら具体的 に助言 したこ とに より、よさや今後 の課題 に

気付かせ ることができ、それ を学級全体で共有 させ るこ とができた。また、褒めること

を中心に助言 した ことで、児童の意欲を高めることができた。 あわせて、助言の例 を表

に した ことで、助言 をす る上での投 げかけ方や取 り上げる観点を整理することができ、

終末の助言 に生かす ことがで きた。

(4)気 付 きカー ドを教室 に掲示 した ことで、児童に気付 きを意識 付けることができた。

【課 題 】

(1)よ り効果的 で、効率的 な活動記録 の取 り方を探 っていきたい.

(2)児 童の振 り返 りの変容 を把握 して、一人一人の成長を よ り的確につ かんでいけるよ う

に したい。

(3)そ の時間のポイ ン トを的確 に押 さえた助言 がで きるよ うに、助言 の内容や仕方 を深 め

てい きたい。

(4)児 童 に、自分たちで学級活動 をっ くって るんだ とい う意識 が高 まるよ うな気付 きカー

ドの活 用の仕方を探 っていきた い。

特別活動はもちろんの こと、各教科 ・道徳な ど、教育 活動全体での 日常的な取 り組みが

学 級活動の実践に生 きて くる。

〈例>

O学 級活動 活動 内容(2)

… 希望や 目標 を もって生きる

態度 の形成

O学 校行事

… 活動の過程を大切 に しなが

ら、主体的に取 り組む経験

O朝 の会 ・帰 りの会

… 司会の経験、振 り返 る経験

O国 語 … 話す、聞 く能力

O体 育 … 運動遊びの経験

～学級 目標 ・個 人のめ あての振 り返 り～

累1%1% %i%
.き ん[う く

総麟
す い
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O生 活 … 思いや願 いをもち、話 し合い、実行 してい く経験 な ど
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資料 「終末の助言」例
◎指 導 に役 立て るた め、助言 の例 を整理 して分類を試みた。助言は、完全 に分類 しきれる ものではない。 同 じ

助 言 であって も児 童の活動 の様子や 、教師 が取 り上げた観点 によって は分類が変わって くる。 表に は、助 言
す る際の留意点もあわせ て記 した。

助言の仕方 ア 褒める イ 問いかける ウ 種をまく
(素地 づ く り)

○助 言 は、 褒 め る ことを中 心に ま とめ る。 ○助言が児童の活動を強制的に 0よ りよい解決がで
○児童に共感する教師の姿勢を大切にする0 方 向付 け な い よ うにす る。た きるような工夫を

助 0事 実をもとに、名前を挙げて具体的に伝える。 だし、教師は児童の活動に対 促す 。
言 0以 前に投げかけた課題が一人でもできていたら、その して見 通 しを もっ てお くこと 0「 ～ して み た ら。」
の 時間 に取 り上げ る。 が 必要 で あ る。 という教師の必要
留 O今 後定着させたいことに気付いた言動を取り上げ、そ ○活動を思い出しながら気付か 感 か らで は な く、
意 の芽を意識付ける。 せ る よ うに し、 ど う した らい 児童が自分たちで

助 点 ○成長が見られた児童を見逃さないようにするn いかを児童に考えさせるよう 決定できるように
言 0目 立たないところで活躍 していた児童を特に取 り上げ にす る。 す る 。

の る 。 ○教師 自身が話合いで分からな ○児童にとって未経
内 ○自分らしい表現方法で褒めるようにする。 か っ た こ とや 聞 きたい こ と も 験 な もの で 、今 後

容 ○褒め忘れた場合は、翌 日以降でも朝 ・帰 りの会などで 率直に質問する。 の活動に広がりが
伝 える。 0問 いかけてみて、児童が気付 出るような事柄に

○ 司会 グル ー プ を労 う。 かないようであれば、時期が ついて情報を提供
○次の時間への期待を伝えるようにする。 来 る まで 待 つ よ うにす る。 す る。

0 ・「『多 数決 はや だ よ。』 と 自信 を もって 自分 の意 見 を言 え ・「い い とこ ろ を 出 し合 っ て話 ・「先 生 が 昨 日行 っ

心 た と ころが 、 とて も素敵 だね 。」 【① ②④ 】 し合 うの と、悪 い ところ を出 て きた ク ラ スの 子

身 し合 って 話 し合 うの と どち ら はね 、み ん なで 楽
との ・「Aさ ん は司 会 さんが な ん て言 っ てい いか わ か らず 困 っ が話し合っていて気持ちがい しく集会がやれる
れ調 てい る時 に 、『頑張 って。』 と応 援 して あげ てい ま した。 いで すか 。Aさ ん ど う思 う?」 ように休み時間に
た和 困っている人の気持ちを考えられるAさ んの言葉がと 【①③】 得意な子がやり方
発の て も嬉 しか った です。」[① ② ③ 】 を友達に教えてあ

特 達 ・「振 り返 りで 『黒板 が見 やす げ るん だ って。 と
・「今 日先 生が 一番 に ほ めた いの は 、Aさ ん で す。 初め て か っ た。』 っ て 振 り返 りに 書 て も優 しいね 。」

別 学級会で意見を言ったんだよ。みんな知ってた?み ん いて た人 が い た け ど、 どん な [1200●1
0 なの前 で 意 見 を言 うの って勇 気 が い る よね。」【① ②④ 】 ところがみやすかったの?先

活 個 生 に教 え て くだ さい。」【② 】 ・「自分 の 得 意 な こ

性 ・「司 会のAさ ん が
、『同 じ人 ばか りじゃ な くて 、 まだ 意 とを生かしてでき

動 の 見 を言 って ない 人を 指 そ うよ。』 と言 ってい ま したC友 ・「Aさ ん は 、最 後 に 、何 で そ る とい い ね。 どん
伸 達 の こ とを大 切に して い るか らこそ 言 えたん だ よね。」 の役をゆずってくれたんです な係が必要かな?

の 長 【③ 】 か 。」 【③1 何か工夫できるか
な?」 【② ④ 】

目 ・「今 日素敵 だ ったの は司 会 の人 です 。 自分 か ら前 に出 て ・「『協 力 して や ろ うよ。』 と言

きて学級会を始めたんだよ。責任感があるね。」【③④】 って い る人 が い たけ ど、 どう ・「や っ と 、 集 会 が

標 した ら協 力 して い る ことにな 決 ま った ね。 次の
OO ・「『これ じゃ あ 、楽 しい クラ ス とか 頑 張 る ク ラス にな ら るか な?」 【③ 】 集会 まで に 、 どん

に 社 ない よ。』 と学 級 目標の こ とを考 え てい たい たAさ ん の なことをしておけ
会 発 言 が とて も素 敵 で した。」 【③1 ・「学級 会 は 、『み んな で話 し合 ばいいかな?み ん

か 性 って 、み ん なで決 め て、 みん なで協力して楽 し
の ・「この前決まった集会の準備を声を掛け合って休み時間 なで や る時 間』 だ った よね。 い集会ができると

か 育 に進 め て い る係 が あ りま した。 立 派 です ね 。 そ のお か 今 日は 、み ん な で話 し合 えた い いね。」1③ ④ 】

成 げで、 た くさん遊べ た よね。」 【④ 】 の?」 【① ③④ 】
わ ・「1組 に は 、 折 り

・「どんな新聞記事を書いて欲 しいかを知るために自分た ・「み ん な が 自分 の係 を進 ん で 紙係というのがあ
る ちで ア ンケー トを作 った んだ って 。 す ごい工 夫 だね。」 や った の で、 ス ムー ズ に集 会 って 、教 室 の中 を

0 【④ 】 を始 める ことが で きま した。 自分たちが作った
こ 態自 この前の集会のように始まる もので飾ってるん

度主 ・「や っ と決 ま ったね 。先 生 もとて も嬉 しいで す。 よく嫌 の に20分 もか かっ たの と比 だ よ。」 【④1
と の的 な人がでないようにみんなで話 し合って決められたね。 べて ど う思 った?」 【④】

育 ・ す ごい ね。」 【① ③④ 】 ・「学 級 会 を す ぐに

成実 ・「友達 が意 見 を 言 っ て る途 中 始めると話 し合う
践 ・「振 り返 りで は友達 の いい ところ を た く さん 見つ け られ で自分の意見を言ってる人が 時間がたくさんと
的 るよ うに なっ て きたね。これ も成 長 した 証拠 だね 。」【① いた け ど、そ の時Aさ ん は ど れるね。何か工夫
な Q34]

1

う思 った?」 【①③ 】 で き るか な。」1④】

の意 ・「Aさ ん は
、 ど うして ドッ ジボー ル がや りた いか をわ け ・「多数 決 で 決 め て た け ど、 自 ・「他 の 学 校 の例 を

仕見 を話 しな が ら意見 を言 っ て いま した。 とて もわ か りや 分の出した意見がすぐに黒板 紹介するね。初め
学 方や すか っ たで すね 。」 か ら消 され て しま ってAさ ん に司会の人が 『今
級 質 は ど う思 い ま したか?」 日話 し合 うこ とは
会 役問 ・「『あ と10分 しか ない よ

。』とAさ ん が言 って い ま した。 00で す 。』 っ て
の 割の いつも時間を気にしながら話 していてえらいね。大切 ・「一 人 しか 司 会 が い な いの に 言ってから話し合
進 の述 な こ とだね。」 黒板に書いた り、手を挙げて って いた よ。 だか
め 遂べ いる人を指 したりと忙しそう ら、何 を話 し合 っ
方 行方 ・「この前 の集 会 は、 誰が 進 めて い るか 全然 わ か らなか っ だ った け ど、 ど う した らいい ているのかがみん
に たけど、今日は日直さんが司会役になって上手に進め かな?」 なよく分かってた
か 組意 る ことが で き ま した。 集 会 も進 め る 人 が い る と うま く よ 。」

か 識見 進 むん だね。 ま た一 っ発 見 したね。」 ・「何 の た め に この議 題 で 話 し

わ つの 合うの?先 生に教えてくださ ・「嫌 な 人 が で な い

る く調 ・「最後 に
、Aさ ん が 『(ド ッジボ ー ル をや るのが)嫌 な いG」 ようにするにはど

こ り整 人はいませんか?こ れに決めていいですか?』 と確か うした らいいか な
と ● め て いた とこ ろが よか った です。 ま た一 つ1年2組 の ・「話 合 い が お か し くな っ ちゃ あ?何 か工夫でき

な決
ど定

学級会が進化しましたね。」 った の は、 どこか らか な?わ

か る人い る?」
な いか な。」
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分科会主題
皿 中学年分科会

かかわ り合いを楽 しみ、進んで取 り組む学級活動

次の活動につなが る振 り返 りを重視 して

1主 題設定の理由

児童の生活状況を見 ると、生活体験や 自然体験 が少な くな り、友達 との人間関係や他人 と

のかかわ りについても、 自分 か ら積 極的に働 きかけることを避 ける傾 向が見 られ る。 さらに

生活環境に 目を向けると、孤食 をは じめ とす る 「生活の孤化」(文 部科学 白書13年 度)の 傾

向が年々増加 し、家族 とのかかわ りを もてず に生活す る状況が生まれ てきている。

本分科会では、児童のかかわ り合 いが休 み時間 に多 く見 られ ると

考 え、実態調査 を行 った。その結果、休み時間には多くの児童 が ド

ッジボールやおに ごっこな ど集団での遊 びを望んでいる(図1)に

もかかわ らず、 中には絵 をか くな どして、一人で過 ごす児童 もいる。

(図2)こ れは、 自分の属す る集団が、あ りのままの 自分を温 か く

受 け入れて くれない と感 じているこ とも影響 しているもの と考 え ら

れ る。

従って、学校で は、学校教育全体 を通 して、人 とかかわ りをもた

ずに生活する傾 向を緩和 し、人 とかかわ り合 う楽 しさや、集団で活

動する喜びを味 わ うことので きる児童 を育て ることが課題 と言 える。

そのためには、 日々の学級活動で振 り返 りを次の活動に生かす こと

が重要であると考 えた。児童 は、活動 の振 り返 りを行 う中で、 自分

や友達のよ さに気付いた り、 自分や学級 の成長 を自覚 した りす るこ

とがで きる。その ことが次の活動 に生 か されれば、次の活動が さら

に高め られてい く。 これ ら一連の活動 を積み重ね ることによって、

図i休 み 時間 にしたい

遊び

人
び

一
遊

無回答

小集団
遊び

ぎ

団
び

染
遊

1図2学 校で遊ぶ 人数1

磯 雛
人

対 象:3・4年 生397人

実施 日:平 成14年9月

児童相互のかかわ り合いがよ り深 ま り、意欲的に活動に取 り組む児童 が育つ と考 えた。そ こ

で、研究主題 を 「かかわ り合 いを楽 しみ、進んで取 り組 む学級活動一次 の活動 につながる振

り返 りを重視 して一」 と設 定 した。

2研 究の視点

【研究主題 に迫 るた めの仮説】

「振 り返 りによって児童のあ りのままの思いを引き出 し、一人一人 の願 いや気付きを学級 に広

げれ ば、かかわ り合いを楽 しみ、進んで学級活動 に取 り組む児童 が育つであろ う」

【研 究の視点 】

「あ りのままの振 り返 りの中に ある児童の願 いや気付 きを これか らの活動に生かす工夫」

期 振
待 り
す 返
る り
こ に
と

【児童 に とって】1【 教師 に とって】

*自 分の考えを、文字や言葉 にす る ことで確認で きる もの *児 童理解 のた めの もの

*自 分のよ さや成長 に気付 くことにつなが るもの

*互 いの思いや願 い、 よさに気付 くことができるもの

*次 の活動への意欲 につ なが るもの
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,舌 動

振 り 返 る

ありのままの思いを表現する

(感想、願い、気付き、気持ち等)

願 い

「またや りたい」

「今 度 は こ う した

気 イ寸 き

「○○すれ ばいい 」

「OOさ んが ～ して

いた」

*次 の計画に

生かす

◇思いが生かされたことを実感

◇燗人や学級の成長を自蛍

自信 ・意欲

次の活動

ま

で
の
振
り
返
り
と
比
較
す
る

(振
り
返
り
を
振
り
返
る
)

*児 童の思い を全て受 け入

れ る(で きる ・できない

の判 断 をす るの で は な

い)

*児 童の思いの分析 をす る

*児 童の思いに共感す る

*安 心感 を与 える助言や コ

メン トをす る

*学 級 の実態 に応 じた振 り

返 りカー ド(記 述式 、記

号化式な ど)を 使 う

個 人 や 学 級 に 生 か した

いものを取 り上げ、広 げ

る

*「 気付 き」の共 有

*メ ッセー ジカー ド

*フ ァイ リングの活用

*計 画委員会 での活用

これらの流れを積み重ね

ることで、かかわ り合いを

楽 しみ、進んで活動する児

童が育つと考えた。
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3研 究の手だて

(1)「 気付 き」の共有

ア ね らい

一人の 「気付き」 を学級全 体に広げ
、次の活動 に生かす。

イ 実践例

児童の振 り返 りを、終末の助 言で取 り上げるだけでなく、その中か ら、児童が学級の問

題 を解決 してい くのに役立 ち、学級 の成長 にっなが る 「気付 き」を取 り上げ、あ らためて

話 し合 う場 を設 けた。

〔気付 き〕

① 特別活動 の 目標 に迫 るもの(学 級全員を大切 にす る気持ち ・社会性 ・自主性 など)

② 学級会(話 合いの活動 ・集会の活動)の 運営に役立つ もの

① の 「気付 き」である ととらえた※印の意見 を全体に投 げ

か け、考えを出させた。

※ 「一人 の ため にや るの。」 とい って い る人 がい た。 ○ ○

さん は ク ラス の一 人 な の に。

・一 人 の た めで も、 ク ラス の人 が 納得 す る よ うな決 め方 が

いい。

・そ の 人 が納 得 して、 み ん な も納 得 して くれ て 、早 くキ ッ

クベ ー スがで き る よ うに考 え る。

・み ん なが い るか ら こそ ク ラス な のだ と思 う。

児童の振り返りカー ドから全員の思 ・み ん なで 楽 しくや るた めに話 し合 って い る。 一 人 で も抜

いをまとめたもの。実際には、児童 けた ら
み んな じゃな い。の名前を入れた。

教 師 が 、よい 「気 付 き」であ る こ とを話 す こ とも あ るが 、 「○ ○ さん が 、こん な こ とを書 い

て い ま した。み な さん は ど う思 い ます か。」 と児童 に考 え させ 、児 童 の 言葉 でそ の価 値 を 見つ

け られ た ほ うが 、 よ り学 級全 体 に 広 が った。 また 、取 り上 げ られ た児 童 は 、今 ま で漠 然 と考

えて い た こ とがは っ き りと確 認 で き 、 自分 の成長 を 自覚 で き る と とも に、 次 な る課題 を もつ

こ ともで きた。

(2)メ ッセージカー ド

ア ね らい

友達のよさを認 め合 うことを通 して、次の活動 への

意欲を高める。

イ 実践例

集会終了後、クラス全員が メッセー ジカー ド(よ か

った点や改善点を自由筆記 の形で記入)を 書き、集会

の担 当者 に贈った。 これ は、集会担当者へ の応援 メ ッセージであるとともに、児童 自身や

学級全体の振 り返 りとなってい る。 メッセージカー ドは一定期 間掲示 し、その後 は集会担

当者 がま とめ、次の活動計画 の参考資料 として活用 した。
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〈サ ッカー大会 〉 〈サ ッカー大会のまとめ〉 〈サ ッカー大会2回 目〉
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最初 のサ ッカー 大会 は不満や 文 句が 多か ったが 、 メ ッセー

ジカー ドか ら何 が足 りなか ったか を集会 を担 当 した児童 と教

師で話 し合 い、学級全 体 に伝 えた。 そ こか ら、サ ッカー の苦

手な児童 の思 いや 、ルー ル をみん なで きちん と話 し合 うこと

の大切 さが分か り、2回 目の サ ッカー大会 の計画 を考 えた。

2回 目のサ ッカー 大会 は、

工夫の あ る計画 で皆 を楽 しま

せ るこ とがで き、担 当 した 児

童は満 足感 ・達成感 を味わ う

ことが できた。

(3)フ ァイ リングの活用

ア ね らい

児童 が今 までの振 り返 りを見直す ことで、 自分 自身や 学級の成長に気付かせ新たな課題

を もたせ る。

イ 実践例

児童が個人で振 り返 りカー ド等をファイ リング していつでも見 られるよ うに した。 そ し

て、それ を見直 し今後 の活動に役立てるよ う助言 した。 また、活動内容(2)の 時間を使

い、今 までの振 り返 りか ら自分 自身や学級の成長に気付 かせ た。

その結果、児童か ら次 の活動に今までの振 り返 りを生かそ うとす る態度 が見 られ るよ う

にな り、新たな課題に も気付 くよ うにな った。学級 の実態 に応 じた活用方法や活用 のタイ

ミングについては今後検討 してい きたい。

・学級の成 長に気付 いた例 ・自分の課題に気付いた例

〈4月 の学級への願 いの作文 〉〈11月 の振 り返 りの作文 〉 〈自己評価に関す る作文 〉
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(4)計 画委員会 での活用

ア ね らい

活動を高めてい くために、今 までの振 り返 りを話合 いの計画に生かす。

イ 実践例

話合い活動 での振 り返 りか ら、児童が成果や課題 を見つ け、課題 については改善策 を計

画に盛 り込んでいった。その結果 、児童は話合いの見通 しをもち進んで活動に取 り組んだ。

〈事例1>

話合いを円滑 に進めるための記述を計画委員会 に提

示し、助言 した。それを生かして、事前にアンケー トを

行い、意見を集約 して話合いの準備を進 めた。その結果、

的を絞った話合いができた。

振 り返 りカー ドの記 述 振 り返 りを生か した計画

<事 例2>

陰

l
t

乳

を
い

け
ん

に
・
て

増

燵
み
"

劉蜘

誰
ll
訓1

/

課題を見つけさぜ＼

るために、児童 全員

の振 り返 りカ ー ド

を提 示 した。児 童 は

友 達 の 振 り返 りか

曽 緬 を見づ肱 ノ

〆季級会力_ド に 「掛

ねがい」と して盛 り

込み 、それ が話合 い

の めあて とな った。

4実 践 を通 して

(1)成 果

① 児童の気付きを学級全体 で共有す るための場 を設 けた り、振 り返 りの蓄積 を活用 した

りす る実践 を通 して、 自分や学級の成長 を自覚 し、 自信 をもって意欲的に活動する児童

が増えてきてい る。 また、 自分 たちの力で活動を高めていこ うと工夫す る姿が見 られ る

ようにな り、進んで取 り組む児童 も増 えてきてい る。課題 を見つける 目や、解決方法 を

見いだす 力も育ちつつ ある。

② よさを認 め合 う活動 を通 して、豊 かなかかわ り合いが生まれ、次への活動意欲が高 ま

った。

③ 振 り返 りを生かす ためのさまざまな実践 を積み重ねて きた ことによ り、児童は 自分た

ちの願いや気付 きが生 か された ことで満足感 を得 るこ とがで き、それが 自信 となって、

進 んで活動に取 り組む姿が見 られ るよ うになった。

(2)課 題

① カー ドの記述に願 いや気付 きが十分表れていない児童への、個別の聞き取 りの仕方や

助言 の研究。

② 児童 自らがかかわ り合 いの中で課題 に気付 き、解決方法 を考え られるよ うにす るため

の、適切な助言の在 り方についての研 究。

③ 振 り返 りによって深 めた児童理解 を評価 に生かす研究。
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1V高 学年分科会

分科会主題

自己評価、相互評価を通 して

1主 題設定の理由

新学習指導要領 は、子どもたちの「生きる力」の育成を重視し、特別活動もその中で、「集団の一員 としての自覚」

「豊かな人間性」「社会性」の育成をそのねらいとしている。その背景 には現代社会が抱える「自己中心主義」「直接経

験不足」「少子化」などの問題がある。特別活動における高学年の児童の様子を見ても、「自分に 自信がない」「主体

性 にかける」「人と関わるのが苦手」などの傾向がある。

このような中で特別活動のねらいを達成するためには、まず、学級において、「子どもたちが、自分らしさを発揮でき、

互いに認め合うことのできる『望ましい集団』」を形成する必要があると考えた。高学年の子どもたちは、教師の適切な

指導や助言を受け、少しずっ 自分たちで組織的、計画的な集団活動ができるようになってくる。また、自分のクラスに

とどまらず、上級生としての立場から、全校的な視野で考えることができる児童も増えてくる。

このような発達段階から考えて、『望ましい集団活動』すなわちお互いの考えを尊重し合い、抵抗なく意見が言え、協

力して実践できる活動を通して、子どもたちは継続的な自己評価、相互評価を行うことが大切だと考えた。また、これら

の評価を積み重ね、共有化していくことで一層 「自信をもち」「自分らしさを発揮し」「意欲をもって表現行動できる」よう

になる。そして、やがて一人一人の成就感や達成感からクラス全体の成就感や達成感にっながっていくと考えた。

また、教師の終末の助言 、子どもたちの 自己評価、相互評価の経過観察、記録分析、等を適切に行うことで、子ども

たちのめあてが一層はっきりし、一人一人が個人の成長や可能性を見つめることができるようになる。自分たちの問題

を共有化 し、解決していく活動を積み重ねることで、更に相互に高め合う学級集団作りにつながると考え、分科会の主

題を上記のように設定した。

2ア ンケー ト調査の結果 とその考察

児童が学級活動について、どのような意識をもっているかについて、5月に高学年分科会の所属校 の5,6年 生 にそ

の実態調査を行った。(高学年分科会所属校5年2ク ラス、6年4ク ラス 計174名)

その結果をふまえ、振り返りカードや 自己評価、相互評価の共有を工夫することによって、児童の意識がどう変わっ

たか、10月 に同じ項 目でアンケートを行った。
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1.学 級会は好きですか
2.学 級会 のとき、自分の意見をもって参加していますか?
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【考察】
5月 のアンケー トの結果か ら、半数以上の児童は、係活動や集会活動 を含む学級活動全体対 して

は、好きである、とい う結果 になった。 しか し、話 し合いの場面になる と、意見はもっているがな
かなか言えない、自信がない、な どの実態 も見えてきた。

そこで、高学年分科会では、個々の児童が 自信 をもって話 し合いに参加できるよ うに、振 り返 り
カー ドに事前に自分の考えを書き込む欄 を設 け、発言のポイ ン トや、司会 グループの進 め方のポイ
ン トを教室に掲示 した。そ して発言 に、迷いや不安なく話 し合えるように工夫 した。また、友達に

目を向けさせ る工夫 として、振 り返 りカー ドに 「今 日の ピカイチ」 を設 け、お互いの良いところを

認め合 う機会を増や した。 さらに、担任が全員の 自己評価 、相互評価を一覧に して配 り、お互いの

考えや、友だちへの評価をいつで も見ることができるよ う工夫 した0そ の結果、10月 は どの項 目
も 「好き」や 「できる」が増えた。
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3研 究構想図

特 別 活 動 の 課 題

望ましい集団活動を通して

・子 ども一人一人が自分のよさや可能

性をを発揮できるよ うにすること。

・友達の良さを認めあえるようにする

こと。

・自分たちの学級や学校の生活を向上

させようとす る自主的、実践的な態

度を育成すること

共通研究主題

望ましい集団活動を通して
自分たちの学校生活を楽しむ

子どもを育てる指導法の工夫

分科会 研究主題

自分 らしさを発揮 し、
互いに認 め合い高め合 う学級活動
一 自己評価

、相互評価を通 して 一

社 会 的 背 景
。科学技術の急速な進歩

・核劇 疾{ヒ、少子fヒ
・価値観の多iヒ

・人間関係の希薄化

・地域社会の連帯感の希薄化

・完全学校週5日 制

・体験 を通 した活動不足

・い じめ、不登校、非行の低年齢化

児 童 の 実 態
・興味のあることには意欲的に取 り

組む。
・集会活動は好きである

。
・話合い活動 には自分の意見をもっ

て参加 している。
・友達の良いところを見つけようと

する。
・自分たちで自主的に活動 しようと

する。
・自分に自信がもてず人の 目が気に

なる。
・意欲はあるがや り方がわからない。

目指す児童像
・自分の考えや思いを、効果的に表現できる子
・まわ りの人の考えや思いを認めることができる子

・お互いに高め合い、集団をよりよくしていこうとす

る意欲をもつことができる子

研究仮説
自分らしさを発揮 し、学校生活における闇題を解決 し

ていこうとする活動の中で、お互いに認め合 うことを

積み重ねていけば、満足感、成就感 を味わい、高め合

う学級集団になるであろ う

分 科 会 主 題 に つ い て
・「自分らしさを発揮 し」とは自分の

考えや思いを伝えること、集団のた

めに 自分の力 を生かそ うとする こ

と。
・「互いに高めあい」とは互いに 自分

の思いや考えを表現する中で友 だ

ちよさを受け入れること。
・「高め合 う」 とは互いに認 め合 う指

導を通 して、満足感、成就感を味わ

い、さらに望ま しい集団活動を創造

す ること。

*「望ま しい集団活動」とはお互いの

考えを尊重 し合い、抵抗な く意見が

言 え、協力 して実践できる活動。

研究の方法 (1.児 童の実態調査2.手 立ての検 討3,実 践分析の積み重ね)

《視 点i》 「互 い に 理 解 し、よ さを 認 め 合 う』工 夫

① 相互評価、自己評価の場の工夫
・自分のよさ、友達のよさ、がんば りを記入す る。
・互いのよさを見つけ、発表す る。
・友達のよさをカー ドで知らせ る。
・記入 した ものを見合 う。

② 教師の働きか1ナの工夫
・評価規準(視 輔 を明確 にし、適切な助言 をする。
・自己評価、相互評価を育てるための終末の助言をす る。
・活動 を具体的に認め

、励 ます。

《視点2》 「自分たちの問題を解決する活動を積み重ねる」工夫

事前 一 話合い活動 一 振り返り・認め合い(一 連の活動として考える)

①問題の共有化
・提案理由を全体のものとする

。
・全員で話 し合い、議題を決定する。
・話合い活動までの計画を立て全体に知 らせる

。
・活動計画を活用 し、一人一人が考えをまとめて、

話合いにのぞむ。

② 活動の振り返り
・話合い活動を毎回振 り返 り、評価す ることを積み重ねる。
・話合い活動計画の作成 と事前助言。
・自己評価、相互評価のカー ドプ レゼン ト
・活動の振 り返 りができる環境を作る。(掲示、カー ドの貼

り付け、ポー トフォリオ)

方法・仮説検証
・アンケー ト調査をしてその結果を分析

・児童の変容を分析 し、効果的な手立てを明らかにす る。
・検i囲受業 をし、課題 を見つける。

研究のまとめ
・研究報告書作成 ・研究発表
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4実 践を通 して

☆高学年部会では、研究の手だてとして、①互いに理解 し、よさを認め合 う工夫② 自分たちの問題を解決する活動を

積み重ねる工夫の2っ を視点に して、研究に取 り組んできた。1年 間の活動を通して児童一人一人の変容を見てき

たが、ここでは、3人 の観察対象児を挙げ、年度初めの6月 の学級活動内容(1)に おける児童の様子 と12月 の

学級活動内容(1)に おける様子を挙げ、具体的な教師の働きかけとその変容を記 した。

☆観察対象児の5月 の第一回の学級会での様子は以下の通 りである。

A児 … 自分の意見を話合い活動の中でなかなかもつことができず、学級会に参加 している。

B児 … 意見をもって話合い活動に参加 しているが、自信 をもってクラスの友達に働きかけるようなことは苦手。

C児 … 意見をもって話合い活動に参加 している。話合いの全体の流れ を見てい くことができる。

活 動 内 容
6月

「6～2～ 島!1年 生 となかよしラン

ドの計画を立てよう」

(1年 生との交流会の計画を立てよう)

〈話 し合 っ た 内 容 〉

○ どん な会 に した い か 。

0ど ん な コ ー ナ ー を 作 る か。

○ コー ナ ー の 分 担

全体的な所感

ど ん な コー ナ ー を作 る か で 、 い ろ い ろ

と意 見 が 出 され た。 た く さ ん の コー ナ

ー が 出 され た が
、 そ れ ぞ れ の考 え の 中

に は 、似 通 っ た 意 見 もあ り、途 中 か ら、

そ れ を ま とめ て い き、 コー ナ ー を 絞 っ

て い く話 合 い とな っ た 。

話合い活動における児童の変容

A児 B児 C児

〈話合い活動での様子〉

学級活動カー ドには、

意見を書けていたが、

話合いの中では意見を

言えなかった。友達の

意見に頷 くなどの姿が

見られた。

事前に学級会カー ドに

意見をまとめていた。

その中から意見を言っ

ていた。

「ぼ くは 、00さ ん の

意 見 に 賛 成 で す 。 理 由

は 、 前 に1年 生 にや っ

て あ げ た ら、 喜 ん で く

れ た か ら で す 。」

友 達 の 意 見 を 聞 き な が

ら、頷 い た り して い た 。

二 つ の 意 見 を ま と め る

よ うな意 見 を 出 した。

「00の 意 見 とx× の

意 見 は 、 同 じ コー ナ ー

と して で き て 、 二 つ と

も一 緒 にや っ た ら 、1

年 生 が す ご く喜 ん で く

れ そ うだ か ら、 そ う し

た ら よい の で は な い で

す か?」

〈活動の中、または終末での助言〉

友達の話によく頷きな

がら、話合いに参加 し

ていましたね。

自分の意見を自信をも
ってはっき りと言えま

したね。

二っの考 えを生かしな

が ら、まとめる意見を

出せたのが、すばらし

かったです。

〈学級活動カー ド(活 動の振 り返 り)〉=自 己評価

自分 の 意 見 は 、 しっ か

り と 考 え て い た け れ

ど、 み ん な の前 で 発 表

す る の は 、 とて も難 し

か っ た。

自分の考えをまとめて

いたから、意見を出す

ことはできたけれ ど、

みんなの意見がまとま

る時にもっと意見を言

えばよかった。

いい話合いになったと

思 う。ただ、いろんな

人がもっと発言 した方

がいいと思 う。 自分の

意見もちゃんと言って
いきたい。

〈学級活動カー ド(今 日のピカイチ)〉=相 互評価

00さ ん

・自分 の 考 え が は っ き

り して い て 、1年 生 の

こ とを よ く考 え て い た

か ら。 何 回 も意 見 を 出

し て い た 。

○○ さん
・司会 を助 け ていた

し、意見をた くさん言

っていたので。

00さ んと○○さん
・いつも発言をあま り

しないけれど、今 日は

よ く発言 して いた か

ら。

〈学級活動 カー ドへの教師の一言〉

考えをもって話合いに

参加 しようとすること

が大切です。人のこと

を考えた意見をす ぐに

見つけられることがす

ば らしいです。

考えをまとめていたか

らこそ、意見をしっか

りとみんなに伝えられ

ましたね。書いている

ことにこだわ らずに発

言 してみる といいよ。

全体のことを考えた振

り返 りをす ることがで

きたね。話合いを盛 り

上げるためには、どん

なことをしていった ら

いいだろう。

〈友達か らの評価 〉=相 互評価

今回、友達からの評価

はなかった。

最初から、た くさん意

見を言っていてとても

す ごいと思いました。

な ど

まとめる意見は、とて

も説得力があってよか

ったです。 な ど

そ の 後 、9月 ・10月 ・i1月

に3度 、話 合 い 活 動 に お け る児 童

の 変 容 を 記 録 した。

is



活 動 内 容
12月

「卒 業 文 集 の ク ラ ス ペ ー ジ の 計 画 を 立

て よ う」

〈 話 し合 っ た 内 容 〉

○ どん な ク ラ スペ ー ジ に した い か 。

○ どん な コー ナ ー を 作 るか 。

全体的な所感
コーナー として全体で出 され た意見

は、まとめていく必要がそれほどなか
ったため、各 自のアイディアあふれ る

意見がたくさん出された。

話合い活動における児童の変容

A児 B児 C児

〈話合い活動での様子〉

カ ー ドに ま とめ て き た

こ と を何 回 か 発 言 す る

こ とが で き て い た。

「将 来 の み ん な が見 た

と き に ニ コニ コ と思 い

出 せ る よ うな ク ラ ス ー

べ 一 ジ に した い です 。」

カー ドにコーナーにつ

いての意見をまとめる

ことはできていなかっ

たが、友達の意見に賛

成や反対の意見を多く

出 していた。

話合いの流れを見なが

ら、意見を多 く出す こ
とができたc
「何でもベス ト5に つ

いては、クラスの全員

の名前が必ず しも入る

とは言えないので、や
めた方がよいのではな

いですか。」

〈活動の中、または終末での助甘〉

理由だけでなく、自分
の気持ちが しっかりと

こもった意見を言うこ

とができましたね。

友達の意見をよく聞き

ながら、ど うしたらよ

りよいものができあが

るかを、よく考えた意

見が言えましたね。

楽 しいとい う考えだけ

でなく、クラスの全員
のことを第一に考えた

意見を言えていました

ね。

〈学級活動カー ド(活 動の振 り返 り)>e自 己評価

ク ラ ス ペ ー ジ は 、や っ

ぱ りク ラ ス の よ さが 伝

わ る よ うな もの に した

い。 楽 しい ペ ー ジに な

りそ うで 、 今 日の 話 合

い は よか っ た。

友 達 の 意 見 を 聞 い て い

た ら、 どん な コー ナ ー

を 作 れ ば い い の か 分 か

っ て き た し、 ア イ デ ア

も浮 か ん で きた,い い

話 合 い に な っ て い た と

思 う.

み ん な が た く さん 意 見

を言 っ て い て 、 楽 しか

っ た。 き っ と、 クラ ス

ペ ー ジ は ク ラス の よ さ

が 出 て 、 い い ペ ー ジ に

な る と思 っ た0

〈学級活動カー ド(今 日のピカイチ)>e相 互評価

○ ○ さ ん

・司会 と して み ん な の

意 見 を ま と め よ う と し

て い た し、 堂hと して

い た 。

00さ んと○○さん
・みんなが考えていた

意見をもっといいもの

にしよ うとしていた。

○○ さん
・今までの司会がやっ

てきたことをすごく生

かしていた。

○○ さん
・人の意見を闘 くとき

にいつもうなずいてく

れるので、すごく話を
しやすかった。

00さ ん
・賛成の意見を言 うタ

イ ミングがすごくよか
った。

〈学級活動カー ドへの教師の一言〉
「ク ラス の み ん な が ペ

ー ジ を 見 る とニ コニ コ

と す る よ う な ペ ー ジ

に 」 とい う意 見 は とて

も素 敵 で した。 き っ と

そ うな る と思 い ま す 。

アイディアをた くさん

出す ことができたね。

クラスの歴史をそれぞ

れが書いてい くという

意見もみんな大賛成で

した。

みんなの心が一っにな
っていれば、クラスペ
ージもそんな気持ちの

あふれたページにな り

ますね。

〈友達からの評価〉=相 互評価

意見を聞いて、将来の
自分たちが見て喜べる

よ うなページにしたい

と思いました。 な ど

みんなの意見に賛成す

る意見をたくさん出せ

ていてすばらしかった

です。

いつも、みんなの話合

いの流れを見ていて、

ポイン トの時に意見を

言ってくれるのです ご
い。 など

〈成果 〉

①互いに理解 し、よさを認め合う工夫を通 して
・活動後の振 り返 りを共有することによ り、友達が自分のことを認めていることに気付くことができ、活動 を楽 し

みにし、自信をもって活動できるようになってきた。
・自分の考えや思いに自信をもち、意欲的に活動 していこうとする態度が見 られ るようになって きた。

② 自分たちの問題を解決する活動を積み重ねる工夫を通 して
・児童の 自己評価 と相互評価の変化をしっかりと見取 り、児童へ と返 し、次の活動に生かしていくとい う一連の流

れを構築 したことにより、次はこうしていきたいという児童それぞれの話合い活動における目標を明確化するこ

とがで きた。
・児童は、自分の成長に気付くことができ、自信をもって活動に参加できるよ うになってきた。

〈課題〉

○記述による振 り返 りや実際の話合い活動の中で自分の気持 ちを表現 しきれなかった児童に対する見取 り方や助言
の工夫については、これからも研究を進めていきたい,

○話合い活動だけではなく、実践の活動の中での児童の見取 りや助言の仕方についても、さらに深めていきたい。

一19一



V児 童会分科会

分科会主題

自ら進んで取り組み、学校の一員としての満足感がもてる児童会活動

1主 題設定の理由

児童会活動のね らいは、「児童が、 自分たちの学校生活を向上 させ よ うとする意図の下に、

学校生活に関す る諸問題 を解決す る活動及び学校 内の 自分たちの仕事を分担処理す る活動を

自発的、 自治的 に行 うことによって、 自主性 と社会性を養い、個性の伸長 を図る。」(小学校学

習指導要領解説;特 別活動編 平成11年5月 文部省)こ とである。

しか し、現状 では、 自分たちの学校生活を充実、向上 させ よ うとす る児童の意識は薄 く、

教師の指示待 ちになっている傾向がある。また、 自分の所属す る委員会以外の関心が薄 く、

児童が互いに活動 を話題 にす ることも少ない。 さらに、教師 自身 も委員会活動 を当番活動に

して しまっている傾 向も否定できない状況 と言 える。

そこで、よ り詳 しく児童 の委員会活動 での実態をつかむために、5、6年 児童を対象 に、

質問紙 による実態調査を行った。(対 象:5.6年 児童559名 、実施時期:平 成14年6月)

nn.足している

図どちらかといえば満足している

囮あまり満足していない

口不満である

ロその他

その他の質問例

・委員会をや っていて楽 しい(い や だ)

と思 うのは どんな ときです か,

・ 自分が 所属す る以外 の委 員会の活 動

内容を知 っていますか。

その結果、以下のことを課題 として とらえた。

・5年 生か ら6年 生になると委員会に対す る必要感が薄れて しま うこと。

・3割 近 くの子 どもが、今の委員会活動に満足 していない こと。

・休み時間や放課後 を使っての活動 に不満が多いこと。

・各委員会で活動 していることが、友達や教師に十分評価 されていないこと。

私たちは、上記の課題を解決するために、児童が活動を とお して得 る満足感に着 目した。

児童が満足感を得 るためには、児童 の思いや願いをいか しっっ、適度な難 しさのある課題 に

取 り組ませることが必要である。また、活動時間に関す る不満は、児童のアイデアを生か し、

夢 中になれる活動を してい くことで解消できる と考 えた。実態調査 からは、互いに協力 して

取 り組む ことが児童の満足感 を高める大 きな要素であることがわかった。活動を とお して得

た満足感こそが、次への活動意欲を高 め、児童 の自主的な活動 を促す もの となる。 さらに、

満足感 を味わ う経験を積む ことに よって、児童 は自分たちの学校 生活 をよ り豊かで楽 しい も

のに していこうとする意欲が高ま り、学校 の一員 としての 自覚が深 まってくると考えた。

そこで、本分科会では主題を、 「自ら進んで取 り組 み、学校の一員 としての満足感 がもてる

児童会活動」と設定 した。
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2研 究構想図

望ま しい集団活動 を通 して

自分たちの学校生活を楽 しむ子 どもを育てる指導法の工夫

児童の実態

・しっか りや ろ うとす る活動意欲があ る。

・工夫 した活動が少 しずつ増えてきた。

・集会活動等 に楽 しんで参加す る。

・自発的 ・自治的な活動が少ない。

・活動 の時間が少 ない。

・児童会活動への関心が薄い。

・異学年 との人間関係が うま くつ くれ ない。

教師の願い

・所属 している児童会活動だけでな く

他 の活動内容 にも関心 をもってほ しい。

・満 足感 ・達成感 をもってほ しい。

・工夫 した活動 に してほ しい。

・学校生活が充実するよ うに 自ら創造

してほ しい。

・楽 しみなが ら活動 してほ しい。

分科会テーマ(児 童会活動)

自ら進んで取 り組み、学校の一員 としての満足感がもてる児童会活動

仮説

児童会活動にお ける実践意欲 を高め る指導法を工夫 し、児童が充実感 をもっよ うに評価 を工

夫 していけば、 自ら進んで取 り組み、学校の一員 としての満足感が もて る児童会活動 となる

であろ う。
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3研 究内容 と実践事例

視点11実 践意欲 を高 める工夫1

(1)児 童の思いや願いを生か した活動

・児童のアイデアを生か した活動や児童が楽 しめる活動を取 り入れる。

【児童のアイデア例】

校内清掃→南成 ピカ小 とタイ トルを決めてペア学年 で清掃場所 を分担 し実施 した。

ユニセフ活動→ユニセフについてイ ンターネ ットで調べたことを掲示 し、さらに集会で劇化 し

て呼びかけた。

低学年からの要望→校庭の木の名前 を知 りたい と要望か ら、代表委員会が中心 となり、自然禾こ

学 クラブが調査 し、工作クラブで名札を作 り、代表委員会が設置 した。

ニュース番組づ くり→各学年の活動 、学校全体の活動 をよ りよく知 るために学校生活の様子を

テ レビニュース形式で リポー トし、お昼の放送で流 した。

・年間の見通 しを立てた上で児童のアイデアを生かす柔軟な年間計画にす る。

決まった活動以外に今年度の委員が考えた活動 をす る枠 を開けてお く。

【放送委員会の例 】

4月 放送委員会の年間の仕事を知 る。 7月 活動 を決 め る。

大 塚 台 ニ ュー ス(ビ デオ)をつ くろ う。5月 校内放送を行 う。

6月 常時活動のアイデアを出 し合 う。 9月

10月

11月

12月

1月

2月

今年度の委員が考えた活動

例 テ レビ放送
・30人31脚 インタビュー

・秋 の味覚(栄 養士の話)

・展覧会共同製作 リポー ト

・さようなら大塚台小
翻 翫=;一 ・
羅 圏護,戦

憲『糊
3月 次年度に引き継ぐ

(2)委 員会広報活動の充実

・ 委員会の活動内容や委員会か らのお願いを掲示 し全校 に知 らせる。(月 ごとに実施)

児童会 コーナー設置

あ りが と う

お願 い

カー ド
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・全校児童の目に触れる機会が多い場所に設置する
。

・児童会 コーナーの管理や運営は、特活主任が行 う。(次 年度 の引き継ぎを忘れないように心がけ

る。)
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(3)事 前指導の充実

・児童が見通 しをもって、自発的、自治的に活動できるよ うに、委員会の進め方、活動内容 の確

認 などの打ち合わせを行 う。

・打ち合わせ は、中休み、昼休み 、放課後な ど利用 して適宜行 う。

時間確保 は難 しいが、自らやろ うとす る意欲を引き出す指導 を心がける。

・やることを強制 しない。

・ほめた り励ま した りす る。

・活動の見通 しをもたせ る助言を工夫する。

(4)満 足感につながる事後指導

・児童 は、教師 にほめて もらうことを励み としている。そのため 日ごろか ら児童の活動状況を把

握 して言葉かけをす る。(ふ りかえ りカー ドにコメン トを書 く)

視点2匪 亟亟

(1)自 己評価(2)相 互評価

・委員会活動ふ りかえ りカー ドを作成 し ・月例の委員会活動後に学級において活動状況を

視点を決めて 自己評価す る。 報告 しあ う。(朝 の会等)
ふりかえる慰に色をぬり塞しよう
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4実 践を通して

く成果〉

・他の委員会の活動について感想 を発表 しあ う。

(帰 りの会等)

・あ りが と う&お 願い カー ド(全 校児 童か らの

言葉カー ド・児童会 コーナーに設置)で みんな

の声 を聞 く。 働りがとうカ「べお願い

z曝 ・皿 愚醗
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鵬二二鰻
・活動内容に児童のアイデア を生かす ことによ り、満足感が高ま り、自ら進んで委員会活動 に取

り組むよ うになった。

・あ りが とう ・お願いカー ドでみんなの声が集 まり、 自分た ちの活動が認 められた こ とにより満

足感が得 られ、メンバーで協力 して、自分の責任を果たそ うとする気持 ちが強 くなった。

・児童会 コーナーをつ くることによ り、全校児童に委員会活動の様子がわかるようになった。

・ふ りかえ りカー ドを自己評価 に活用す ることによ り、児童が 自分の活動 を振 り返 る視点をもち

自分のよさに気づき、課題 を克服 しようとする姿勢が出てきた。

・教師 もふ りかえ りカー ドを活用す ることで、児童一人一人の思いや願 い、活動状況が今まで

より、具体的に把握できるよ うになった。

・教師が、児童の自己評価、相互評価に対 し、進んで活動 した こと、友達を認める発言や行動が

できたことなどを評価す ることに より、児童には しだいに 自信をもって活動できるようになっ

た。

〈課題 〉

・委員会ごとの活動の様子をビデオや写真に残 し、児童がいつで も振 り返 ることができるように

してい く。

・児童会 コーナーやふ りかえ りカー ドを継続 し活性 化す るよ うに、学級 との連携を図ってい く。
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VI研 究のまとめと今後の課題

1研 究のまとめ

本部会では、「望ま しい集団活動を通 して自分たちの学校生活を楽 しむ子 どもを育てる

指導法の工夫」を研究主題 として研究を進めてきた。「自分たちの学校生活を楽 しむ」を

「友達 とかかわ りながら生 き生き と活動すること」 ととらえ、各分科会 ごとに、指導の

手だてを探 り検証 してきた。そ こから明 らかになってきた ことを以下にまとめる,

(1)自 己評価や相互評価をす る場 を児童の一連の活動の中に位置 づけ、積み重ねること

により、児童に 自主的、実践的な態度が育 ってい く。

児童が活動を振 り返 り、評価す ることを毎回積み重ねてきた。また、その中に表れ

た気付 きを児童が共有化できるよ うな手だてを工夫 してきた。その結果、児童は 自信

をもち、自分たちのカで問題 を解決 していこ うとい う意欲 が高ま り、徐々にではある

が自主的、実践的な態度が育ってきた。

(2)教 師が活動の終末や活動後の指導を工夫す ることによ り、児童は自信や満足感 を得

ることができ、次の活動への意欲が高まる。

児童が活動に満足感や達成感 を感 じ、次の活動への意欲が高まるようにするために、

終末の指導や事後指導の]二夫を試みてきた。終末の指導 に役 立てるため助言の例を整

理 して分類 した り、評価基準(視 点)を 明確 にした りして助言の工夫に役立てた。 ま

た、活動後の指導 として、振 り返 りカー ドへの コメン トの工夫や、気付 きを共有 し次

の活動へ生かすための手だての工夫を してきた。

これ らのことによ り、児童にとって集団活動の課題 がよ り明 らかになった。 また、

教師にとっても児童の育ちをよ り的確に捉 えよ うとす る目が養われ、児童理解が深ま

った。

(3)児 童が友達 と豊かにかかわれ るよ うにす るための手だてを教師が集団の実態に応 じ

て工夫することによ り、児童の中に互 いのよさを見つける目が育つ。

児童相互の豊かなかかわ り合いを生み出す場 を教師が意図的に設 け、集団の実態に

よって、「気付きカー ド(低 学年)」、「メッセー ジカー ド(中 学年)」、「今 日のびかいち

カー ド(高 学年)」 などの ように工夫 してい くことにより、互いのよさを見つめる目が

確実に育っていった。 また、 このことは、児童が互いの気付 きを生か しなが ら、よ り

よい集団に高めてい こうとす る実践的な態度にもつなが り、「学校生活を楽 しむ子 ども」

が増えた。

2今 後の課題

(1)児 童の自主的、実践的な態度 をさらに高めるための、評価の在 り方の研究。

(2)発 達段階や集団の実態に応 じた、振 り返 りの方法 と生か し方の研究。

(3)児 童が課題 に気付いた り、解 決方法を考えた りす るための教師の適切な助言の研究。
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